






























































夫婦と子ども 393 377 
夫婦と子どもと親族 42 39 
片親と子ども 44 41 
片親と子どもと親族 36 30 
そ の 他 1 8 
表3回答者の年齢と人数
年 齢 人 数
10 歳 代 4 
20 歳 代 144 
30 歳 代 305 
40 歳 代 64 
50 歳 代 7 
表 2回答者数
回答者 人数
母 親 495 
父 親 24 
その他 5 
不 明 2 
メ口与 計 526 
表 1
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表4 回答者の年齢友ぴ家族構成の割合
家 族 f薄 成 )は人数
年 齢
全体 夫婦と子ども 夫婦と子どもと親族 母親と子ども 母親と子どもと親族
(%) (377) (39) (41) (30) 
10歳代 0.8 0.5 2.6 2.4 。
20歳代 27.9 25.5 33.3 24.4 60.0 
30歳代 58.8 61.0 48.7 61.0 36.7 
40歳代 12.1 12.5 15.4 12.2 3.3 
50歳代以上 0.4 0.5 。 。 。
100% 100% 100% 100% 100% 
表 5 1世帯の子どもの人数と通園児の割合
家 族 構 成 )は人数
子どもの数 一世帯の子ども 通園児 夫婦と子ども 夫婦と子どもと 母親と子ども 母親と子どもと
の割合(%) (%) (377) 親族 (39) (41) 親族 (30)
l人 24.2 67.7 23.3 5.1 41.5 36.7 
2人 41.8 29.1 42.7 46.2 22.0 50.0 
3人 22.4 2.1 23.1 30.8 22.0 10.0 
4人 7.7 1.2 7.4 12.8 9.8 3.3 
5人以上 3.8 3.4 5.1 4.9 。




大 島 県 内 県 タキ
l人 24.0 28.6 22.0 
2人 41.3 40.8 45.8 
3人 23.3 24.5 15.3 
4人 8.0 4.1 8.5 
5人以上 3.4 2.0 8.5 








120 鹿児島女子短期大学紀要 第35号 (2000)
表7 保護者の出身地と年齢
全体の割合 母 毅 の 年 齢
保護者の出身地
(495人) 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代
鹿児島県外 11.9 3.4 40.7 47.5 8目5 。 100% 
鹿児島県内・大島本島 78.2 0.5 27.1 59.4 12.4 0.5 100% 
鹿児島県内田大島以外 9.9 18.4 67.3 14.3 。 100% 
表8 家族構成と出身地
出 身 地
家 t長 構 成 全体 大 島 県 内 県 外
実数 % 実数 % 実数 % 
夫婦と子ども 76.2 295 76.6 43 87.8 39 66.0 
夫婦と子どもと親族 7.9 25 6.5 2 4.1 12 20.3 
夫婦と子どもと非親族 0.4 2 0.5 。 。 。 。
母親または父親と，子ども 8.3 37 9.6 3 6.1 l 1.7 
母親または父親と，子どもと親族 6.1 23 6.0 1 2.0 6 10.2 
母親または父親と，子どもと非親族 0.4 2 0.5 。 。 。 。
そのf也 0.7 3 0.8 。 。 l 1.7 









































べれば， 2 になっている。最も特徴的なものは，常勤の場合は経済的な不安はあまりなく， I子育て
と仕事等の両立」に対ーする不安はパートと比べると 21庁になっている点で、ある。














と改善要望 表14は子育て環境の改善について， ごとにまとめたものである。 も
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表12 感じている不安や悩みの内容
全体
就労形態 ( ) は実数
1尚 み や 不 安 の 内 容
(348) 常 勤パート家族従業自営業
(137) I (138) I (37) I (17) 
自分の健康について 22.1 19.7 21.7 13.5 47.1 
家族の健康について 57.2 34.3 44.2 37.8 47.1 
老後の生活設計について 39.9 16.1 14.5 18.9 29.4 
今後の生活費や資産の見通しについて 40.6 32.1 63.8 40.5 35.3 
家族の生活について(育児，教育，進学，就職，結婚など) 16.7 54.0 59.4 56.8 41.2 
家業や事業の経営について 12.1 2.9 2.2 67.6 52.9 
自分の生活について(教育，就職，結婚など) 12.1 9.5 17.4 5.4 。
現在の収入や資産について 26.1 15.3 36.2 24.3 29.4 
近隣・地域の人間関係について 4.0 2.2 5.1 5.4 11.8 
家族・親族聞の人間関係について 22.1 20.4 24.6 29.7 11.8 
勤務先での仕事や人間関係について 20.4 31.4 16.7 8目1 11.8 
子育てと仕事等の両立 46.6 69.3 35.5 24.3 35.3 
住んでいる場所や地域の環境について 8.6 6.6 10.1 10.8 11.8 
その他 2.3 1.5 3.6 2.7 。
表13 子育ての環境改善
改 善 を 望 む 内 ，廿*ー 本 研 究
経済企画庁 大阪府注l
( 3択)
育児手当の充実 48.7 25.8 
育児休業の充実 38.4 46.7 41.0 
労働時間の短縮(自分の，あるいは夫の) 38.0 31.9 23.4 
保育所の充実 34.1 27.5 51.7 
夫の応分な家事負担 23.4 22.0 
公共施設内の託児室の設置や充実 22.8 
父親が子育てできるような勤務体制 19.0 
職場の保育施設を設置あるいは充実 18.8 21.9 
出産費用の補助 17.4 33.0 
近隣同士で，子育てを助け合うような関係 13.7 23.6 
住宅や生活環境の改善 16.2 
近隣の自然環境の改善 11.9 9.3 
子育ての棺談機関の充実 11.7 
ベビーシッターの普及 6.3 4目6 5.0 
出産・育児情報を得やすく 6.1 














































46.5 I 44.7 
I~ド打公職Eてピ場b の旅何保投シ十了下育でッ旬施のタ設託子Jめ児措育者普て置及のを設助あ伊るけ合いや充は〕充実よ実うな附係庁1山石82674 7724ロH21517下 2i757i8 5 9 
子育ての相談機関の充実 6.5 14.6 13.7 
トl一父一親一が子育てできるような勤務体制 23.8 16.1 l3.7 
「一一
ヲミの応王子な家事負担 28.1 19.6 33.3 
住宅てJ生活環境の改善 8.6 22.1 19.6 
近隣の自然環境の改善 4 10.1 7.8 
出産 育児情報を得やすく 2.7 6.0 11.8 
その他 3.2 2.5 3.9 
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表17 子替での相談栴手
本研究 児童王第一熔 岐阜市山
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表18 出身地別の相談相手善
出身地 ( は実数
相 談 宇目 手 大島 県内 県外
(384) (49) (58) 
相談せず，自分でよく考えて解決に努力することが多い 20.3 14.3 20.7 
夫 67.7 83.7 69目。
あなた又は夫の両親(祖父母) 55.5 61.2 48.3 
親戚の人(祖父母以外) 21.4 8.2 29.3 
保育所の保育士 40.1 49目。 39.7 
友人・知人 75.8 59.2 67.2 
かかりつけの医師 11.5 8.2 12.1 
保健所の保健婦 2.1 6.1 3.4 
テレビ・ラジオ・雑誌の相談コーナー 28.6 24.1 24.0 
家庭教育に関する学級・講演・講座 4.7 10.2 3.4 
特に何もしない 1.6 。 1.7 
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6.5% ( 32) 
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注 1: (大阪府下)就労者で保育所に預けている母親。保育白書 (9l年)から引用
と保嘗所への要望(去26) 常勤の場合 9 保育料の高さがどうしても改善したい事項のトッ
プにくる。また常勤では他の就業形態よりも，休みにくい状況や就業時間が遅いあるいはi'rHfにならな
し寸:との要因から， I子どもが軽い病気の時には預かつてほしいJ， I小学生を放課挽， 定時間受入れ
ほしいJI保育所の閉園時間をもっと遅く」などの要望が多くなる。パートの場合，経済的な側両よ
りも入間や在聞の手続きに多くの問題を抱えていると思われる。例えば「働いてなくても預けられるよ
うに Ul5.ii%)J， I入間の子続きを簡単に (36.6%)J， I干1:園児でなくてもヲ親が急病等などの時にヲ
に利用できるように (22.4%)1Iいつでも入れるようにけ7.4%)Jなどは，常勤よりも
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表25 家族構成と保育所への要望
家族構成 は実数
要 亡三五万 事 項 夫婦と子ども 夫婦と子ども 母親と子ども 母親と子ども
(277) と親族 (29) (21) と親族 (15)
保育料を安く 71.8 69.0 42.9 26.7 
入園の手続きを簡単に 32.1 55.2 28.6 6.7 
産休明けにも入れるように 11.6 10.3 14.3 13.3 
休日・祝日にも保育を 23.8 17.2 47.6 73.3 
保育料を税金の控除対象に 41.9 41.4 38.1 13.3 
いつでも入れるように 13.0 6.9 9.5 13.3 
子どもが軽い病気の時には預かつてほしい 29.2 31.0 47.6 46.7 
在園児でなくても，親が急病等などの時に，一時
17.0 24.1 14.3 。的に利用できるように
育児相談や育児に関する情報を提供してほしい 8.7 3.4 。 6.1 
保育所の開園時間をもっと遅く 8.7 3.4 14.3 46.7 
保育所の関所時間をもっと早く 2.9 6.9 4.8 。
保育所が近所にほしい 2.2 。 4.8 。
母親の苦労を保育士さんがもっと理解を 4.0 3.4 9.5 13.3 
小学生を放課後，一定時間受入れてほしい 18.4 31.0 28.6 6.7 
入園定員を増加 1.4 6.9 4.8 。
保育所の施設を改善 13.4 24.1 4.8 13.3 
保育の内容を充実 11.2 10.3 9.5 6.7 
保育所での子どもの様子をもっと教えてほしい 32.1 24.1 23.8 53.3 
働いていなくても預けられるように 24.9 17.2 9目5 6.7 
障害児の受入れ 4.0 6.9 4.8 13.3 
保育士の数を増やしてほしい 11.6 24.1 9目5 6.7 
夜間にも利用できるように 5.4 6.9 23.8 20.0 
給食を改善 1.4 。 4.8 。
保育所の保育や行事など，保護者の負担を少なく 11.2 3.4 4.8 13.3 
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るため，果たして一般的な傾向としてとらえることができるかどうかについては明言できなし、
5 子脊てに関連する意識
































就労形態 育児疲労 パートナーシップ しつけ不安 充 実 感 相性の不一致感
人数 165 155 167 168 168 
常勤 平均 30.6 9.5 12.4 8.9 12.1 
標準偏差 7.63 4.26 3.71 2.77 1.79 
人数 169 154 171 171 171 
ノfー ト 平均 29.8 9目7 12目7 8.8 12.1 
標準偏差 8.07 4.85 4.00 2.76 1.83 
人数 23 21 23 23 23 
自営業 平均 30.6 11.5 13.0 8.3 11.6 
標準偏差 7.81 5.75 3.56 3.12 2.26 
人数 49 43 49 49 49 
家族従業 平均 32.2 8.8 12.3 8.6 12.1 
標準偏差 6.98 4.63 3.70 2.23 1.74 
表34 家族構成と育児意識
家族構成 育児疲労 パートナーシップ しつけ不安 充 実 感 相性の不一致感
人数 375 342 379 380 379 
夫婦と
平均 30.6 9.6 12.5 8.9 12.07 子ども
標準偏差 7.84 4.61 3.86 2.71 1.88 
人数 65 60 66 66 67 
母子家庭 平均 29.8 10.1 13.3 8.6 12.5 
























































































野々村千恵子・林 秀雄・仲野悦子・除銀河・李京姫・金環希・任貞美 1998 岐阜市とソウル市の子
育てに関する調査
鹿児島の男女の意識に関する調査 1995 鹿児島県民福祉部































3噌 3人(番目 歳)と(番目 歳)と(番目 歳)
4刷 4人以上 下から 3人までお書き下さい































































1 強くそう思う， 2 そう思う， 3 どちらかといえばそう思う， 4 どちらともいえない・わか
らない， 5 どちらかといえばそう思わない， 6 そう思わない， 7 まったくそう思わない
[質問] [段階]
( 1 ) 自分の時間を子どもに取られてしまう 1 234 567 
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( 2 ) 子どもの成長が楽しみである 2 3 4 5 6 7 
( 3 ) 育児やしつけなどの自信がない 2 3 4 5 6 7 
( 4 ) 子どもの健康や体力に不安 2 3 4 5 6 7 
( 5 ) 育児以外に楽しみや趣味を持ちたい 2 3 4 5 6 7 
( 6 ) 育児は楽しい 2 3 4 5 6 7 
( 7 ) なんとなくいらいらする 2 3 4 5 6 7 
( 8 ) 子どもを育てるためにがまんばかりしている思う 2 3 4 5 6 7 
( 9 ) なかなか気分転ができない 2 3 4 5 6 7 
(10) 子どもの生活態度や性格が心配 2 3 4 5 6 7 
(11) 子どもを持って自分も成長した 2 3 4 5 6 7 
(12) 育児は身体が疲れる 2 3 4 5 6 7 
(13) 自分の生きがいは育児だけではない 2 3 4 5 6 7 
(14) 養育費に悩んでいる 2 3 4 5 6 7 
(15) 夫は，一緒に育児をしてくれている 2 3 4 5 6 7 
(16) 育児は母親の責任が一番大きい 2 3 4 5 6 7 
(17) 子どもの性格が自分と合わない 2 3 4 5 6 7 
(18) 育児は有意義な仕事である 2 3 4 5 6 7 
(19) 親族などの周囲の干渉がわずらわしい 2 3 4 5 6 7 
(20) 育児ノイローゼになる心境に共感できる 2 3 4 5 6 7 
(21) 住宅が狭いなど住居環境に悩んでいる 1 2 3 4 5 6 7 
(22) 子どもが自分になつかない 2 3 4 5 6 7 
(23) 育児のことで気軽に相談できる人がいる 1 2 3 4 5 6 7 
(24) 自分一人で子どもを育てているのだという圧力感を感じてしまう 2 3 4 5 6 7 
(25) 毎日毎日同じことの繰り返ししかしていない思う 1 2 3 4 5 6 7 
(26) 子どものことについてよく夫婦で話し合う l 2 3 4 5 6 7 
(27) 保育園にいくのを嫌がる 1 2 3 4 5 6 7 
(28) 地域の環境が教育に良くない 1 2 3 4 5 6 7 
(29) 子どもとふれあう時間が少ない 1 2 3 4 5 6 7 
(30) 夫は家事に協力的である 1 2 3 4 5 6 7 
(31) 子育ての情報が少ない 1 2 3 4 5 6 7 
(32) 充実感がある 1 2 3 4 5 6 7 
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2.入園の手続きを簡単に
3.産休明けにも入れるように(0歳児でも入れるように)
4.休日・祝日にも保育を
5.保育料を税金の控徐対象に
6.いつでも入れるように
7.子どもが軽い病気の時には頚かつてほしい
8.在園児でなくても，親が急病等などの時に，一時的に利用できるように
9.育児相談や育児に関する情報を提供してほしい
10.保育圏の閉園時聞をもっと遅く
11.保育園の開所時間をもっと早く
12.保育園が近所にほしい
13.母親の苦労を保母さんがもっと理解を
14.小学生を放課後，一定時間受入れてほしい
15.入園定員を増加
16.保育園の施設を改善
17.保育の内容を充実
18.保育園での子どもの様子をもっと教えてほしい
19.働いてなくても預けられるように
20.障害児の受入れ
21.保母の数を増やしてほしい
22.夜間にも利用できるように
23.給食を改善
24.保育園の保育や行事などで，保護者の負担を少なく
25.その他;差し支えなければ下にお書き下さい
問16.配偶者(夫)のいらっしゃる方にお尋ねします。
あなたは夫の育児や家事の協力に対してどの程度満足していらっしゃいますか。当てはまる所の番
号をひとつだけ選んでOで囲んで下さい。
1.満足している
2.まあまあ満足している
3. どちらかといえば満足している
4. どちらともいえない。わからない
5. どちらかといえば不満である
6.少し不満
7.不満で、ある
以上です。ご協力ありがとうございました。
